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日本港湾経済学会会長 北見俊郎

港湾研究にとって、行・財政、運送業、労働、管理・運営等の港湾機能

形成の諸要因のみならず、貿易、海運、国際経済等の外部経済的な諸要因

との関連性を考究する乙とはきわめて重要であります。乙れはあらためて

申し上げよまでもないととですが、とりわけ国際化の進展が著しい現代に

あっては、世界経済の動向をぬきにして港の諸問題を論ずる乙とはできま

せん。

その意味からも本年度、名古屋港での第23回全国大会が「国際経済と港

湾の動向Jという共通論題をとりあげられる ζとは、正lζ良き時と場を得

られたものと思います。乙の学会年報は自由論題をふくめ、以上の共通

論題の玉稿を中心にとりまとめたものですが、思えば本学会創設以来、以

上のような問題意識をど乙かにもちながら、乙乙lζ初めてそうした研究発

表と討論がなされる乙とは喜びにたえません。各ユニークな自由論題の内

容も、共通論題と決して無関係ではなく 、本年報を基とする研究発表等が

学会の新しい局面を創造してくれるものと心から期待する次第です。

それにいたしましでも、今年度の大会は、中部部会、名古屋港管理組合、

その他関係各位の方々のご努力のあかげで開催される ζとを憶い、心から

厚くお礼を申し上げねばなりません。また、乙の年報の刊行は学会創設と

共K休むととなく続けられ、 22巻をむかえるととができたのは、一つに賛

助会員の方々のあかげが大きく、あわせて感謝の次第です。さらに、乙多

用の中を玉稿をよせてくださった会員の方々と、とくに日頃めんどうな学

会運営の雑事や年報編集を文字通り献身的lζ進めて下さる事務局関係の会

員各位にも厚くお礼を申し上げます。そして毎年誠意をもって年報印刷を

おひきうけくださる文化印刷株式会社の各位にもあわせて感謝致します。



終りに、研究発表、討論、年報刊行等は、学会事業の中心的役割をもつ

ものですが、各部会活動をふくめ、益々そうした諸活動が盛んになる乙と

を祈ります。 ζうした学会活動はきわめてじみなものであります。その成

果が直ちに社会に反映するものでもないと思われます。しかし、それだけ

に長期的な視野をもってたゆまぬ努力を重ねてゆく乙とが、学会の目的で

もある「わが国港湾の建全な発展lζ寄与する」乙とになり、社会の人たち

の幸わせにど乙かで、貢献しうるものと信じます。さらに他面では、そうし

た努力の航跡が港湾経済・社会を核とする学問的形成の「一里塚Jになる

とも信じます。どうぞ今後とも、会員諸兄をはじめ関係各位の皆様のど教

導が、学会のますますの発展のために与えられますように心からお隠れ、申

し上げます。

(1984年晩夏）
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